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第3 回国連防災世界会議
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∈日異同時適訳ヰ 話通訳有り)

■第1 部(1 3 :1 5 ～ 1 4 :5 0)

【基調提案】女性の力で変叩を - 3 .11 から4 年 今､ 拙案したい こと
堂本暁子(男女共同参画と災害 ･ 復興ネットワ ー

ク代表)

【事例発表】災害に負けな い地域の力 ､ 私たちの力

【基調講演】安全でレジリエ ントな地域社会をめざして

◆ 地域 のリ ー ダ ー を椚やすためのトレ ー ニ ング
シ ェリル ･ ア ンダ ー

ソン( ハ ワイ大学)

◆ インディケ ー タ ー ( .評仙指凰隻) を創る
モリ ー ン ･ フォ

ー ダム(ノ
ー ザンブリア大学)

コ メンテ
ー

タ
ー : 池田恵子(静岡大学)

■幕2 部(1 5 :0 0 ～ 1 5 :4 5)

【リレ ー ト ー ク】これからの私たちにできること

パブリックフォ ー ラムの趣
出

日
‥

… … … … … … ‥ ‥ … … …

災害に強い( レジリ工 ントなi社会を実現するために敵 意思決定の場に女性が参画し､ 女性がリ ー ダ ー として防

災1こ関与できるよう､ トレ ー ニ ングを実施することが重要です ｡ この フォ ー ラムでは､ 国際的に通用するトレ ー ニ

ングプログラムの実現のため ､ 専門家をお招きし､ 議論を深めます｡ また ､ 東日本大震災の被災≡県からは ､ 現

地での取り組み事例を紹介して いただきます｡ 最後に､ 会場の皆さんからの意見を集約し､ 提言をまとめ 事 国連

に提出します｡

男女共同参画と災害･復興ネットワ ー ク

代 表: 璧本暁子

副 代 表′: 原ひろ子

事務局長 : 太野曜
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2 ()1 1 年3 月1 1 日の乗日本大震災をき っ かけに t 私た ち は全国吾地の

女性団体や個人と連携し､ 国内の復興 や防矧 こ関する法整備に対 し′､ 男

女共同参画の視点か ら提言活動費続けてきました｡ その結果､ 復 興基本

法制定や災害対策基本法改正などに関して､ いくつ か の提言が盛り込ま

れましたJ 国際的には第3 回国達防災世界会議( W C D R R Ⅲ) で策定さ れ
る新たな国際行動枠組に男女共同参画の視点が盛 り込 まれ , 女性が意

思決定昭場に参画できるよう提言活動を続けてきました｡ ▲ また女性が防

災■ 災害 ･後塵lこ向 けて リ ー ダ ー として 活躍 で苦るようトレ ー = ン ダブロ

グラム の 構築を進め でい ま す｡

公溢財団法人日本女性学習財団

理事長 : 村桧泰子
U R L: htt p :// W W W .j a w e 2 0 1 1 .jp /

女性の生涯学習 ヰ セリア形成支援
･

次世 代育成･ 子育て支援など

男女共同参画社会の形成 に貢献する事業を行ってし1ます ｡




